（ILM共同利用）
令和７年度　ILM共同利用・共同研究報告書
2025年　5月　15日
	研究代表者
	所属機関
	東京科学大学

	
	職名
	教授

	
	氏名
	小林　能直

	共同研究者
（対応者）
	所属機関
	富山大学

	
	職名
	教授

	
	氏名
	小野　英樹

	研究課題
	溶融アルミニウム合金中微量元素の溶解度測定

	
共同研究テーマ

※該当するものに✓をつけてください。
	☑全国共同利用・共同研究助成
□国際共同利用・共同研究助成
□共通試料提供・共同研究助成
□試料分析評価受託・共同研究助成

	□重点テーマ
□輸送機器材料開発
□生体材料開発
□橋梁・建築用材料開発
□キンク強化
□自由テーマ

	使用設備名
（ILM保有のもの）
	

	配当額
	旅費　　　　（　　　　　160,000　　　円）
	消耗品　　　　（　　　　40,000　　　　　円）

	研究成果内容　※「研究成果」、「展望」、「具体的な成果」について、簡潔に記述してください。
【主な研究成果】
本研究では、アルミニウムリサイクルプロセスにおいて不可避的に混入する鉄（Fe）が、溶融アルミニウム中の酸素溶解挙動に及ぼす影響を解明することを目的とした。800℃、Ar雰囲気下で純アルミニウムおよびAl-1mass%Fe合金を溶融し、保持時間を12～72時間まで変化させて酸素濃度を定量的に評価した。
その結果、保持時間12～48時間では、Al-Fe合金の酸素濃度は純アルミニウムの1.4～3.6倍となり、Fe添加が酸素溶解度を顕著に増加させることが明らかとなった。また、この範囲では保持時間による大きな変化は認められず、ほぼ定常な状態に達していると考えられた。酸素濃度増加の要因としては、Fe添加による酸素活量係数の変化や、Fe-Al-O系複合酸化物の形成・安定化が関与している可能性が示唆された。
以上より、Fe不純物は溶融アルミニウムへの酸素混入を促進するリスク要因であり、リサイクルプロセスの品質管理や実験条件の設定に重要な知見を与えることが示された。
【今後の展望】
今後は実験のさらに精度を高め、アルミニウム中鉄濃度を変化させた実験を行い、アルミニウム中酸素溶解度に及ぼす鉄の影響を熱力学的に考察することを目指す。
【具体的な成果】
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